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当院では、正面玄関や病棟に「ふれあいの箱」
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今
月
の
一
言 

〔純
心
会
理
念
〕 

信
頼
さ
れ
る
医
療 

想
い
と
優
し
さ
の
伝
わ
る
ケ
ア 

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
ま
す 

○
今
月
の
一
言
・
・
・
・
・
・
・
・
・
理
事
長 

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

○
認
知
症
の
中
核
症
状
と
周
辺
症
状
に
つ
い
て 

○
旬
の
素
材
で
簡
単
料
理
・
・
・
・
・
・
給
食 

専
門
外
来 

消化器内科 前田純 河野寿明 糖尿病外来 鈴木一永 谷口洋 

消化器外科 鈴木康之 隈元謙介 泌尿器科 多田羅潔 

呼吸器外科 加藤歩 小児科 濱田嘉徳 辻正子 

 

 

 

今
期
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
流
行
が

遅
い
の
が
特
徴
で
す
。
し
か
し
、 

月
に
入

り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
が
徐
々
に
増

え
て
き
ま
し
た
。 

毎
年
１
月
～
３
月
ま
で
が
ピ
ー
ク
で
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
流
行
す
る
可
能
性
が
大

き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
小
さ
い
子
供
さ
ん

や
気
管
支
な
ど
の
持
病
を
持
っ
て
い
る
方

は
感
染
し
や
す
い
の
で
、
早
め
に
予
防
接

種
を
し
ま
し
ょ
う
。 

自己負担金 1,000円対象者（１人１回のみ） 

善通寺市に住民登録のある 

・65歳以上の者 

・60歳以上 65歳未満の者であって、身体 

障害者手帳 1級に該当する者 

（同市以外の方は住民登録のある保健課 

で予診票を取得し健康保険証と合わせて 

ご持参ください） 

自己負担金無料対象者 

・生活保護世帯 

・市民税非課税世帯 

その他の者 

・成人 4,200円（1回のみ） 

・同市内の子供――――1回目 2,700円 

                2回目 2,700円 

・同市以外の子供―――1回目 4,200円 

2回目 3,200円 

▶実施期間（休診日は除きます） 

H30年 10月 1日～H31年 3月 31日 

インフルエンザがピークを迎える前に 

早めに予防接種をしましょう。 

(※生後 6 ヶ月～15 歳まで) 

 

平成 30 年 12 月 診療予定表 

（午前：9:00～12:00 午後：3:00～6:00）   ※予告無く変更となる場合があります。 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 当直 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 内科・三診 

1 土 前田純 鈴木康 
 

濱田 前田純 
   

堀尾 

2 日 休 診（日直 堀尾） 渡部 

3 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅 
  

竹﨑 

4 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野 
  

河野 

5 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸 
   

岸 

6 木 佐尾山 多田羅 
 

濱田 佐尾山 隈元 
  

山田 

7 金 前田隆 多田羅 
 

濱田 佐尾山 
  

鈴木一 新津 

8 土 渡邉 鈴木康 
 

濱田 渡邉 
   

桑原 

9 日 休 診（日直 桑原） 渡部 

10 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 
   

竹﨑 

11 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野 
  

河野 

12 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸 
   

岸 

13 木 佐尾山 多田羅 
 

辻 佐尾山 隈元 
  

山田 

14 金 前田隆 多田羅 
 

辻 佐尾山 
  

鈴木一 三谷 

15 土 前田純 鈴木康 
 

濱田 前田純 
  

谷口 桑原 

16 日 休 診（日直 桑原） 渡部 

17 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅 
  

竹﨑 

18 火 前田純 河野 
 

辻 河野 
   

河野 

19 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸 
   

岸 

20 木 佐尾山 多田羅 
 

辻 佐尾山 隈元 
  

山田 

21 金 前田隆 多田羅 
 

辻 佐尾山 
  

鈴木一 古川 

22 土 前田純 鈴木康 
 

濱田 前田純 
   

高橋 

23 日 休 診（日直 高橋） 古川 

24 月 休 診（日直 藤井） 藤井 

25 火 前田純 河野 佐尾山 辻 佐尾山 河野 
  

河野 

26 水 佐尾山 多田羅 
 

濱田 多田羅 
   

津田 

27 木 佐尾山 多田羅 
 

辻 佐尾山 隈元 
  

山田 

28 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻 佐尾山 
   

三谷 

29 土 渡邉 鈴木康 
 

濱田 休診（日直 渡邉） 谷口 廣野 

30 日 休 診（日直 廣野） 廣野 

31 月 休 診（日直 廣野） 廣野 
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早
い
も
の
で
十
二
月
に
入
り
、
今
年
も

あ
と
わ
ず
か
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

寒
さ
も
強
く
な
っ
て
大
雪
に
み
ま
わ
れ
る

地
方
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
皆
さ
ん
も
予
防
接
種
な
ど
で
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
罹
ら
ぬ
よ
う
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。 

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
臨
時
国
会
も

終
わ
り
ま
し
た
。
今
国
会
で
は
、
政
府
が

提
出
し
た
新
規
法
案
十
三
本
全
て
が
成
立

し
ま
し
た
。
全
法
案
成
立
は
二
〇
〇
七
年

九
月
招
集
の
臨
時
国
会
以
来
だ
そ
う
で

す
。
こ
の
こ
と
は
国
民
に
と
っ
て
喜
ば
し

い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
悲
し
む
べ
き

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
改
正
入
管
難
民

法
や
水
道
事
業
の
運
営
権
を
民
間
に
売
却

す
る
改
正
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

国
会
審
議
が
本
当
に
ま
と
も
に
行
わ
れ

ず
、
数
の
倫
理
で
無
理
矢
理
成
立
さ
せ
た

感
が
い
な
め
ま
せ
ん
。
安
倍
首
相
の
強
引

さ
が
目
に
つ
く
国
会
で
し
た
。
そ
の
後
に

フ
ァ
ン
ド
資
金
を
て
こ
に
成
長
戦
略
を
描

い
て
い
た
安
倍
首
相
の
産
業
革
新
投
資
機

構
で
す
が
、
経
済
産
業
省
と
対
立
十
一
人

の
委
員
の
う
ち
九
人
が
辞
任
す
る
と
い
う

事
態
に
な
り
ま
し
た
。
経
産
省
と
革
新
機

構
と
の
や
り
と
り
を
聞
い
て
い
る
と
、
経

産
省
は
や
は
り
役
所
仕
事
、
仕
事
に
リ
ス

ク
は
併
う
も
の
と
い
う
気
概
が
な
く
、
二

階
に
上
げ
る
だ
け
上
げ
て
、
そ
の
後
梯
子

を
外
す
と
い
う
や
り
方
は
変
わ
っ
て
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

日
本
の
産
業
は
政
府
ま
か
せ
で
は
や
っ

て
い
け
ず
、
外
国
に
負
け
て
し
ま
い
そ
う

で
す
。
先
の
水
道
法
改
正
や
入
管
難
民
法

も
、
そ
の
う
ち
ほ
こ
ろ
び
が
出
て
く
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
さ
て
、
そ
の
時
ど
う
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
先
の
政
治

の
舵
取
り
役
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
少

し
で
も
良
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
祈
る
だ

け
で
す
。 

皆
様
よ
い
お
歳
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で
き
ま
せ
ん
。 

 

【
失
認
】 

失
認
と
は
、
身
体
的
に
は
問
題
が
な
く
て

も
、「
五
感(

視
覚
・
聴
覚
・
触
覚
・
嗅
覚
・
味 

覚)

」
に
よ
る
認
知
力
を
正
常
に
働
か
せ
、
状

況
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
態

を
い
い
ま
す
。 

自
分
の
身
体
が
感
覚
と
し
て
感
じ
て
い
て

も
、
そ
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
状
態
で
す
。 

 

※
症
状
例 

・
触
ら
れ
て
い
る
事
実
は
分
か
っ
て
い
て
も
、 

そ
の
部
分
が
分
か
ら
な
い 

・
麻
痺
で
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
な
い 

・
目
で
ピ
ア
ノ
を
見
て
も
認
識
で
き
な
い
が
、 

音
色
を
聴
く
と
ピ
ア
ノ
と
認
識
す
る 

【
失
行
】 

失
行
と
は
、
身
体
を
動
か
す
機
能
の
障
害
は

み
ら
れ
ず
、
行
動
し
よ
う
と
す
る
意
思
は
あ
る

も
の
の
、
今
ま
で
の
生
活
で
身
に
つ
け
て
い
た

動
作
が
行
え
な
い
状
態
で
す
。 

※
症
状
例 

 

・
ズ
ボ
ン
の
履
き
方
を
忘 

れ
、
頭
か
ら
か
ぶ
っ
て 

し
ま
う 

 

・
ハ
サ
ミ
や
歯
ブ
ラ
シ
な 

ど
道
具
の
使
い
方
が
わ 

か
ら
な
い
（
指
先
の
巧
緻
性
が
低
下
す
る
）  

・
指
示
さ
れ
た
行
動
を
実
行
に
移
せ
な
い 

○
認
知
症
に
よ
る
せ
ん
妄 

体
調
不
良
や
薬
の
影
響
、
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
っ

て
意
識
障
害
が
起
こ
り
、
混
乱
し
た
状
態
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
時
間
や
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、

幻
覚
を
見
た
り
、
興
奮
す
る
な
ど
の
精
神
症
状
が
現
れ
、

人
格
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

○
幻
覚 

実
在
し
な
い
知
覚
の
情
報
を
、
実
在
す
る
か
の
よ
う

に
体
験
す
る
症
状
で
す
。
実
際
に
な
い
も
の
が
「
見
え

る
」
幻
視
の
ほ
か
、
幻
聴
・
幻
味
・
幻
臭
・
体
感
幻
覚

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

○
暴
力
・
暴
言 

不
満
や
不
安
・
苛
立
ち
が
募
っ
た
と
き
に
、
健
常
な

時
は
理
性
で
抑
え
て
い
た
衝
動
が
暴
力
・
暴
言
と
な
っ

て
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
が
進
行
す
る
と
、

思
っ
て
い
る
事
を
表
現
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た

り
、
脳
の
機
能
が
低
下
し
て
感
情
を
抑
え
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。 

○
失
禁 

排
尿
機
能
自
体
は
正
常
で
も
、
加
齢
に
よ
る
Ａ
Ｄ
Ｌ

（
日
常
生
活
動
作
）
の
低
下
や
認
知
機
能
の
低
下
に
よ

っ
て
、
尿
を
漏
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

○
睡
眠
障
害
（
不
眠
、
昼
夜
逆
転
な
ど
） 

高
齢
に
な
る
と
睡
眠
が
浅
く
な
り
、
中
途
覚
醒
も
増

え
る
の
が
一
般
的
で
す
。
加
え
て
認
知
症
は
、
体
内
時

計
の
調
節
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
睡
眠
の
リ
ズ
ム
が

崩
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
不
眠
や
昼
夜
逆
転
も
、
夜
間

に
き
ち
ん
と
眠
れ
な
い
た
め
に
起
こ
る
睡
眠
障
害
の
ひ

と
つ
で
す
。 

し
、
買
い
物
に
行
く
と
い
う
一
連
の
行
動
の
こ

と
で
す
。
遂
行
機
能
に
障
害
が
起
こ
る
と
、
物

事
を
計
画
的
に
考
え
て
効
率
的
に
実
行
で
き

な
く
な
り
ま
す
。 

例
を
挙
げ
る
と
、
洗
濯
を
し
な
が
ら
掃
除
を

行
い
、
掃
除
が
終
わ
っ
て
か
ら
洗
濯
物
を
干
す

と
い
っ
た
複
数
の
行
動
を
計
画
的
に
実
践
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
予
想
外

の
出
来
事
に
対
し
て
、
他
の
手
段
を
考
え
て
適

切
な
方
法
で
対
処
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

○
失
語
・
失
認
・
失
行 

【
失
語
】 

失
語
と
は
、
言
葉
を
司
る
脳
の
部
分
が
機
能

し
な
く
な
り
、
言
葉
が
う
ま
く
使
え
な
く
な
る

状
態
で
す
。
失
語
に
は
、
運
動
性
失
語
（
ブ
ロ

ー
カ
失
語
）
と
感
覚
性
失
語
（
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ

失
語
）
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

※
運
動
性
失
語
（
ブ
ロ
ー
カ
失
語
） 

相
手
の
話
は
理
解
が
で 

き
ま
す
が
、
言
葉
が
出
に 

く
く
、
間
違
い
が
多
く
な 

り
、
文
字
を
書
く
こ
と
も 

難
し
く
な
り
ま
す
。 

※
感
覚
性
失
語
（
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
失
語
） 

言
葉
は
流
暢
に
出
て 

き
ま
す
が
、
相
手
の
話 

や
書
か
れ
た
言
葉
の
意 

味
を
理
解
す
る
こ
と
は 

 
認
知
症
の
行
動
・
心
理
症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
は
周
辺

症
状
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
中
核
症
状
が
元
と
な
っ
て
、

行
動
や
心
理
症
状
に
現
れ
る
も
の
で
す
。
本
人
の
性
格

や
環
境
、
心
理
状
態
に
よ
っ
て
出
現
す
る
た
め
、
人
そ

れ
ぞ
れ
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。 

○
不
安
・
抑
う
つ 

認
知
症
に
な
り
、
様
々
な
認
知
機
能
が
低
下
し
て
く

る
と
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
き
ま
す
。
で
き
な
い

こ
と
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
気
分
が
落
ち
込
む
う
つ
（
抑

う
つ
）
状
態
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

○
認
知
症
に
よ
る
徘
徊 

見
当
識
障
害
や
記
憶
障
害
な
ど
の
中
核
症
状
出
現
の

影
響
や
、
ス
ト
レ
ス
や
不
安
な
ど
が
重
な
っ
て
、
絶
え

ず
歩
き
回
る
「
徘
徊
」
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

介
護
者
が
そ
ば
に
い
な
い
場
合
、
脱
水
や
過
労
、
転

倒
や
交
通
事
故
・
発
見
さ
れ
ず
に
行
方
不
明
と
な
る
恐

れ
も
あ
る
症
状
で
す
。 

○
弄
便
（
ろ
う
べ
ん
） 

弄
便
と
は
、
便
を
い
じ
っ
た
り
、
自
分
の
体
や
寝
具
・

壁
な
ど
に
擦
り
つ
け
る
行
為
で
す
。
認
知
症
が
進
行
し
、

便
に
対
す
る
認
識
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
お
む
つ
内

に
失
禁
し
た
こ
と
に
よ
る
不
快
感
、
羞
恥
心
な
ど
、
様
々

な
理
由
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。 

○
物
盗
ら
れ
妄
想 

よ
く
見
ら
れ
る
症
状
の
ひ
と
つ
で
、
認
知
症
が
進
行

す
る
と
、
い
つ
、
ど
こ
に
、
何
を
し
ま
い
込
ん
だ
か
を

忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
が
置
き
忘
れ
た
自
覚
が
な

い
た
め
、「
盗
ま
れ
た
」
と
家
族
や
介
護
者
な
ど
身
近
な

人
に
疑
い
の
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

 

認
知
症
の
症
状
の
分
類 

周
辺
症
状 

認
知
症
で
は
、
加
齢
に
よ
る
脳
の
病
的
な
変

化
や
病
気
な
ど
に
よ
る
脳
の
障
害
に
よ
り
脳

の
細
胞
が
壊
れ
ま
す
。
そ
の
脳
の
細
胞
が
担
っ

て
い
た
役
割
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
起
こ
る
症

状
を
「
中
核
症
状
」
と
言
い
ま
す
。 

 

一
方
、
中
核
症
状
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
二
次
的
な
症
状
を
「
行
動
・
心
理
症
状
」
や

「
周
辺
症
状
」
と
言
い
ま
す
。 

中
核
症
状
と
は
一
般
的
に
「
認
知
症
の
方
な

ら
誰
で
も
現
れ
る
症
状
」
の
こ
と
で
す
。
次
の

よ
う
な
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。 

○
記
憶
障
害 

認
知
症
の
方
に
早
期
か
ら
み
ら
れ
る
症
状

の
ひ
と
つ
が
記
憶
障
害
で
す
。 

 

物
忘
れ
や
、
さ
っ
き
起
き
た
出
来
事
が
思
い

出
せ
な
い
、
覚
え
て
い
た
こ
と
や
知
っ
て
い
る

人
の
名
前
が
思
い
出
せ
な
い
な
ど
の
症
状
が

み
ら
れ
ま
す
。 

○
見
当
識
障
害 

見
当
識
と
は
、
自
分
が
今
ど
の
よ
う
な
状
況

に
身
を
置
い
て
い
る
か
を
把
握
す
る
能
力
の

こ
と
で
す
。
見
当
識
障
害
で
は
、
年
月
日
や
時

間
、
季
節
、
場
所
、
人
物
な
ど
が
分
か
ら
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
の
人
と
の
関
係
性
も

分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。 

 

年
月
日
や
時
間
、
季
節
が
分
か
ら
な
く
な
る

と
、
遅
刻
が
多
く
な
る
、
ご
み
の
日
が
分
か
ら

な
く
な
る
、
受
診
日
に
通
院
し
な
い
、
季
節
に

合
わ
な
い
服
を
着
る
な
ど
の
行
動
が
み
ら
れ

ま
す
。 

場
所
が
分
か
ら
な
く
な
る
と
、
い
つ
も
通
っ

て
い
る
近
所
の
ス
ー
パ
ー
に
出
か
け
た
の
に

道
に
迷
う
、
ト
イ
レ
の
場
所 

が
わ
か
ら
な
く
な
り
間
に
合 

わ
ず
に
失
禁
を
し
て
し
ま
う 

な
ど
の
行
動
が
み
ら
れ
ま
す
。 

人
物
が
分
か
ら
な
く
な
る 

と
、
自
分
の
子
供
に
対
し
て 

「
あ
な
た
は
誰
？
」
と
質
問 

し
た
り
、
自
分
の
親
が
亡
く 

な
っ
た
こ
と
も
理
解
で
き
な 

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

○
理
解
・
判
断
力
の
障
害 

理
解
・
判
断
力
の
障
害
と
は
、
物
事
の
理
解

に
時
間
が
か
か
り
、
一
度
に
複
数
の
こ
と
を
言

わ
れ
る
、
行
動
し
よ
う
と
す
る
と
理
解
が
難
し

く
な
る
症
状
で
す
。
ま
た
、
い
つ
も
と
違
う
出

来
事
に
対
し
て
混
乱
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

○
遂
行
機
能
障
害 

遂
行
機
能
と
は
、
物
事
を
論
理
的
に
考
え

て
、
計
画
を
立
て
て
実
行
す
る
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、
今
日
の
夕
飯
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
、

家
に
あ
る
食
材
と
買
い
に
行
く
食
材
を
選
択 

中
核
症
状 

  

  

  

便秘解消、血糖値やコレステロール値を下げる『ごぼう』 
 

給食 

ごぼうのチヂミ 

【作り方】 

1.ごぼうを洗い、皮をむいてピーラーでささがき状にし、アク

をとるため水につけておく 

２.水からあげたごぼうと A を混ぜる 

3.熱したフライパンにごま油をひき両面をカリッと焼く 

4.ねぎなどの薬味をのせて完成♪ 

※コチュジャンとポン酢のピリ辛ダレなどお好みの調味料を

組み合わせてお楽しみください 

※生地にカレー粉やチーズを混ぜるのもおすすめです         ●●● ●●● 

【材料】 

ごぼう・・・１本（約１５０ｇ）、ごま油・・・適量、ねぎ・・・適量 

小麦粉・・・大さじ６、玉子・・・１個、水・・・大さじ２、いりごま・・・小さじ２ 

顆粒だし・・・小さじ１、しょう油・・・小さじ１ 

 

 

Ａ 


